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近年，我が国では東日本大震災や熊本地震など大規模な地震が多発している．地震災害時において乳幼

児は，災害弱者の中でもより自力での避難が困難であり，乳幼児を取りまく幼稚園・保育所の教職員・親

の手助けが必要不可欠である．防災対応力を高めるためには，発災からの時間経過の中で，災害状況を具

体的にイメージすることが重要である．本研究では，適切で効果的な防災教育を行うために，乳幼児を託

児しているときに地震が発生した場合の，親の災害イマジネーションを把握することを目的とした．石川

県内の認定子ども園・幼稚園・保育所に子どもを託児している親を対象にアンケート調査を実施した．そ

の結果，子どもを託児している親の地震発生後の行動は，情報収集と自宅で待機，子どもを預けている園

に行く行動が多くみられた．また行動を時系列別にみることで，行動パターンを5つのクラスターに分類

することができた  
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1. はじめに 

 

近年，我が国では東北地方太平洋沖地震や熊本地震な

ど大規模な地震が多発している．災害時，自力での避難

が通常の者より難しく避難行動に支援を要する人々を災

害弱者と言い，それらは CWAP(Children・Women・

Aged・Poor)と称される．CWAPの中でも子ども，特に乳

幼児は，地震災害時に限らず自己判断力が低く，大人へ

の依存度が高い．そのため，地震災害時において，乳幼

児の命を守るためには，幼稚園，保育所の教職員・親の

災害への備えが必要である． 

東北地方太平洋沖地震は金曜日の 14時 46分に発生し

ており，幼稚園・保育所に子どもを預けている人も多数

存在したため，保育中の園児が犠牲になった事例がある
1）2）．また，園児の受け渡し後に犠牲になった事例も存

在しており，幼稚園・保育所の教員だけではなく，親の

地震発生後の適切な対応も必要である3）．地震災害発生

後の乳幼児の命の安全は，教職員・親の判断・行動に大

きく依存する．そのため，乳幼児を取り巻く教職員・親

が地震発生時にどのような状態に陥る可能性があるかを

正しくイメージすることが重要である．人間はイメージ

できない状態に対して適切な準備や対応ができないこと

から，防災対応力を高めるためには，発災からの時間経

過の中で，災害状況を具体的にイメージすることが重要

である．  

本研究では，子どもが幼稚園・保育所にいる際に地震

が発生した場合を想定し，発災後の親の災害に対するイ

メージと防災意識を把握する．乳幼児を持つ親の災害イ

マジネーションを把握することで，災害時の円滑な子供

の受け渡し，効果的な防災教育を行うことが可能である．

乳幼児を持つ親の災害イマジネーションを把握するため

に，本研究では，石川県内の全認定こども園・幼稚園・

保育所を対象とした，地震災害に対する備えや地震災害

時の行動に関するアンケート調査を実施した．  
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2. 既往研究と本研究の位置づけ 

 

これまでに認定こども園・幼稚園・保育所を対象にま

たは乳幼児を持つ親を対象に，防災対策や災害に対する

意識に関する調査研究は数多く行われている． 

清水ら 4)は，全国の認定こども園・幼稚園・保育所の

災害対策や災害マニュアルにおける違いの有無を明らか

にし，マニュアル作りにおける資料やサイトの閲覧の関

係を明らかにしようと試みた．  

佐野ら 5)は，東日本大震災を経験した福島県の一部幼

稚園・保育所を対象とし，そこに通園している乳児・幼

児の母親の災害への「備え」の現状を明らかにし，乳

児・幼児を育てる家庭における防災・減災への支援の在

り方を検討した．  

丹所ら 6)は，阪神大震災発生から半年後に関東地方に

在住する保母・幼稚園教諭を対象に震災が園の防災対策

に与えた影響に関してアンケート調査を行った． 

本多ら7）は，幼保施設の防災対策の詳細な把握を目的

としたアンケート調査を山梨県の幼保施設を対象に実施

した．  

以上のように，園の防災対策や防災マニュアルに関し

て，教職員の災害に対する意識や震災後の意識の変化，

親の災害に対する意識や防災意識を調査している． 

また，本研究と同様に災害イマジネーションに着目し

た研究も数多くなされている． 

阿部ら8）は，保育所等の防災対策の向上を目的として，

園自体が主体となる防災対策のきっかけを作るために災

害イマジネーションを高める目黒巻 WSの立案をし，実

際に園で実装し，その効果を検証している． 

沼田ら9）は，教育現場で災害イマジネーション力を高

める授業が普及することを目的として，防災の専門家が

現場へ赴かなくても，指導案を標準化することで，学校

の指導者が主導的に授業できる環境を構築している． 

これらの研究は，災害イマジネーション力向上のため

の授業・ワークショップの構築に着目している．本研究

では，災害イマジネーション力の向上ではなく，災害イ

マジネーションの現状を把握することを目的としている．

乳幼児を持つ親の災害イマジネーションを把握すること

で，今後の効果的な防災教育のための一助になると考え

ている． 

 

 

3. 調査方法 

 

 石川県内にある認定こども園・幼稚園・保育所に子供

を預けている親を対象に地震に対する防災意識と子供が

幼稚園・保育所にいた際に地震が発生した場合の災害イ

マジネーションをアンケート調査を通して把握した．ま

ず．石川県内の認定こども園・幼稚園・保育所の代表者

に向け協力願いを郵送し，協力していただける園に対し

て，保護者の人数分のアンケート票を郵送し，回収も郵

送で行った． 

2017年10月30日に配布し，2017年12月31日までに回収

したものを分析対象とした．アンケート調査票の配布枚

数は1864枚，回収枚数は319枚，回収率は17.1%であった． 

 

(1) アンケート概要 

アンケートは「回答者属性」，「家族構成」，「通園

手段」，「過去の地震の被災経験」，「園に子供がいる

際の災害イマジネーション」，「防災意識」についての

項目で構成されている．「園に子供がいる際の災害イマ

ジネーション」の項目についてアンケート調査票と回答

例を図-1に示す．園に子どもを預けている時間帯に，震

度7の地震が発生した場合を想定し，選択として28の行

動パターンを与え，その中からどのような行動をするか

を時系列的に問うた．既往の研究では，災害イマジネー

ションツールとして目黒巻8）が開発されているが，本研

究では，回答者が多かったこと，子どもが園にいるとい

う限定的な条件であったことから，自由記述ではなく行

動パターンを与え，回答していただく形式を採用した．

行動パターンとして，「回答者の子どもに対する行動」，

「配偶者・祖父母に対する行動」，「災害に対する行動」

「その他（自由記述）」で構成されている．時系列の区

 

図-1 親用アンケート調査票と回答例 
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分は，地震発生後～10秒後，10秒後～1分後，1分後～5

分後，5分後～10分後，10分後～20分後，20分後～30分

後，30分後～40分後，40分後～50分後，50分後～1時間

後，1時間後～2時間後，2時間後～3時間後，3時間後～6

時間後，6時間後～12時間後，12時間後～1日後とした． 

 

 

(2) 基礎集計結果 

回答結果に欠損が少ない有効回答サンプル数は 296で

あった．回答者の性別の割合は，「男性」が 10.1%，

「女性」が 89.9%であった．回答者の年齢の割合は，

「20歳代以下」が8.2%，「30歳代」が58.4%，「40歳代

以上」が 33.3%であった．回答者の職業の割合について

は，「会社役員・団体職役員」が 3.4%，「会社役員・

団体職役員」が 24.4%，「公務員」が 7.6%，「パート・

アルバイト」が 22.3%，「専門職（医師・弁護士等）」

が 5.9%，「家事専業」が 30.3%，「無職」が 4.2%，「そ

の他」が2.1%であった．約4割の回答者が仕事をしてい

ないという結果となった． 

 

 

4.  乳幼児を持つ親の災害イマジネーション 

 

(1) 地震発災後の親の行動パターン 

 「災害イマジネーション」の項目についてのアンケー

ト集計結果について述べる．表-1に，地震発生後の乳幼

児を持つ親の行動の集計結果を示す．総出現数はすべて

の時間で各行動が選ばれた数の総和である．出現回数が

多い行動パターンは，必ず行う行動であること，継続時

間が長い行動であること，何度も行う行動であることを

示している． 

総出現数が最も多い行動パターンは「テレビやラジオ

で情報収集する」であった．本研究では，災害イマジネ

ーションを地震発生後から24時間をイメージする期間と

しているため，情報収集という項目が継続的に出現し，

結果的に最も多い行動パターンになったと考えられる． 

次に総出現数が多いものとして「身の安全を守る」と

いう行動パターンが挙げられた．地震発生直後の時間設

定を地震発生後，10秒後，1分後，5分後，10分後と細か

く設定しているため，地震発生直後に行う「身の安全を

守る」という行動が多く出現したと考えられる． 

「自宅で待機する」という行動も出現数が高く，避難

所で待機する行動が比較的少ないことから，子どもを園

から引き取った後，自宅に帰って待機することを考えて

いる親が多いことが分かる． 

 「子どもを預けている園に行く」という行動の出現数

も多い結果となった．子どもを預けている園に行き，園

で子供の安否を確認できることを多くの人が想定してい

ることが分かる． 

 子どもを預けている園・夫（妻）・祖父母に電話する

行動も多くみられた．通話が可能であるかは関係なく，

電話をかける行動は多いことが分かった．しかし，ママ

友・パパ友，友人に電話やメールを使って連絡する行動

の出現数は比較的少なく，地震発生後，子どもの安否を

確認するために，ママ友・パパ友，友人を頼ることは少

ないことが分かった． 

 

(2) 時系列でみる親の行動パターン 

時系列別に各行動パターンがどの程度行われているの

かについて述べる．図-2は，各時間帯のときに全体の何

割が各行動パターンを行っていたのかについて示してい

る．どの時間帯においても行動割合が1割に達しなかっ

たものは省略した．地震発生後，最も行動割合が高いの

は「身の安全を守る」であった．地震発生5分後から10

表-1 親が地震発生後に行う行動パターンの出現数 

 

パターンNo 行動内容 総出現数
行動1 子どもを預けている園に行く 725
行動2 子どもを預けている園の避難場所に行く 210
行動3 子どもを預けている園に電話（通話）する 309
行動4 子どもを預けている園にメールする 27
行動5 夫（妻）に電話（通話）する 399
行動6 夫（妻）にメールする 176
行動7 祖父母に電話（通話）する 280
行動8 祖父母にメールする 92
行動9 園の災害用伝言ダイヤルを確認する 65
行動10 園の災害用掲示板を確認する 47
行動11 家族の災害用伝言ダイヤルを確認する 55
行動12 家族の災害用伝言板を確認する 39
行動13 ママ（パパ）友に電話（通話）する 28
行動14 ママ（パパ）友にメールする 28
行動15 友人・知人に電話（通話）する 20
行動16 友人・知人にメールする 22
行動17 職場の近くの避難所に行く 45
行動18 自宅の近くの避難所に行く 234
行動19 自宅で待機する 728
行動20 職場で待機する 248
行動21 テレビやラジオで情報収集する 1005
行動22 自宅の近くの避難所で待機する 246
行動23 職場の近くの避難所で待機する 35
行動24 身の安全を守る 759
行動25 食料を確保する 271
行動26 自宅に貴重品を取りに行く 126
行動27 電気・水道・ガスを使う 281
行動28 その他 602

 

図-2 経過時間別の各行動発生割合 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

行動1 行動2 行動3 行動5 行動6 行動7 行動18 行動19

行動20 行動21 行動22 行動24 行動25 行動26 行動27 行動28



 

 4 

分後にかけて「身の安全を守る」の割合が激減し1割を

下回ることが明らかになった．一方で，地震発生後から

地震発生1分後にかけて「テレビやラジオで情報収集す

る」の割合が増加し，地震発生1分後には最も高い割合

となることが明らかとなった．しかし，地震発生5分後

から割合が減少し始め，地震発生20分後には2割以下ま

で減少し地震発生1日後まで，ほぼ横ばい状態である．

「テレビやラジオで情報収集する」の割合が増加するの

と同時に，「夫（妻）に電話（通話）で連絡する」「子

どもを預けている園に電話（通話）で連絡する」「祖父

母に電話（通話）で連絡する」といった通信インフラを

用いての子ども・家族の安否確認の割合が増加する．し

かし，地震発生5分後には「子どもを預けている園に行

く」といった直接子どものもとへ行くという行動の割合

が，通信インフラを用いての安否確認の割合を上回る．

地震発生10分後から20分後にかけて通信インフラを用い

ての子ども・家族の安否確認の割合が1割を下回り，多

くの親は地震発生20分後までに子ども・家族の安否確認

を終えられると考えていることが明らかとなった．また，

地震発生10分後に「子どもを預けている園へ行く」の割

合が最も高くなり，地震発生20分後から徐々に減少し始

める．地震発生50分後から1時間後にかけて，「自宅で

待機する」の割合が「子どもを預けている園に行く」の

割合を上回る．多くの親は地震発生1時間後から子ども

とともに自宅へ帰宅し，待機できると考えていることが

明らかとなった．また，それと同時に，「電気・水道・

ガスを使う」の割合も増加しているため，通常通りの日

常生活を過ごせるとイメージしている親が2割近くいる

ことが明らかとなった． 

 

 

5.  行動の発生・継続時間の特徴による分類 

 

本章では，乳幼児を持つ親の災害イマジネーションの

中でとられる行動を，発生時間・継続時間などの特徴を

基に分類を行う．各行動がどのような時間帯に発生し，

どの程度継続するのかの特徴を把握することで，防災対

策や円滑な受け渡しにつながることが考えられる． 

 

(1) 分析方法 

 地震発生後の各行動の分類の方法として，クラスター

分析を採用した．変数として各経過時間における行動数

の変化（（経過時間t+1における行動総数）—（経過時間t

における行動総数））を用いた．各行動を同じような時

間帯に発生し，同じような継続時間であるような行動群

（クラスター）に分類する． 

 

 (2) 分析結果 

 クラスター分析の結果を樹系図に表現したものを図-3

に示す．枝が近いほど，同じ傾向，ここでは同じような

発生時間・継続時間である行動であることを示している．

分析の結果，子どもを預けている親の地震発生後の15の

行動を5つのクラスターに分類することができた． 

クラスター1の経過時間別の行動発生割合を図-4に示

す．クラスター1は「子どもを預けている園に行く」

「子どもを預けている園の避難場所に行く」という行動

が含まれていることから，子どもに会いに行く行動であ

り，地震発生10分後～20分後にピークがあることが分か

る． 

クラスター2の経過時間別の行動発生割合を図-5に示

す．「子どもを預けている園に電話する」「夫（妻）に

電話する」「祖父母に電話する」「テレビやラジオで情

報収集する」という行動が含まれていることから，通信

インフラを用いた行動であることが分かる．地震発生か

ら1～5分がピークとなっており，親は地震発生してすぐ

に通信インフラが使えることを想定している・もしくは

使えないかもしれないが使う行動を起こしていることが

分かる． 

クラスター3の経過時間別の行動発生割合を図-6に示

す．「食料を確保する」「自宅に貴重品を取りに行く」

などの行動が含まれているため，今後の生活に関係する

行動であることが分かる．地震発生後1～2時間後にピー

クがあり，自分と家族の安否が確認できた後に行う行為

であることが分かる． 

クラスター4の経過時間別の行動発生割合を図-7に示

す．「自宅で待機する」「電気・水道・ガスを使う」

「自宅の近くの避難所で待機」のなどの行動が含まれて

いることから，安全な場所で待機している行動を表して

いる．ピークは地震発生から3～6時間程度のところにあ

ることが分かる． 

クラスター5の経過時間別の行動発生割合を図-8に示

す．「身の安全を守る」という行動であり，他の行動群

とは異なり，地震発生直後にピークが存在し，10分後に

はほとんど行われていない特徴がある． 

 

図-3 各行動のクラスター分類 
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子どもを預けている園に行く

子どもを預けている園の避難場所に行く

職場で待機する

子どもを預けている園に電話（通話）する

夫（妻）に電話（通話）する

夫（妻）にメールする

祖父母に電話（通話）する

テレビやラジオで情報収集する

自宅の近くの避難所に行く

食料を確保する

自宅に貴重品を取りに行く

自宅で待機する

電気・水道・ガスを使う

自宅の近くの避難所で待機する

身の安全を守る

クラスター1

クラスター2

クラスター3

クラスター4

クラスター5
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 各クラスターの特徴を経過時間別にまとめたものを表

-2に示す．各クラスターごとにピークや増加・減少・継

続するタイミングが異なる．このように子どもを園に預

けている親の地震発生後の行動のイメージを把握するこ

とで，効果的な防災教育の検討材料になると考えている． 

 

 

6. まとめと今後の課題 

 

本研究では，地震災害時に自力での避難が困難な災害

弱者の中でも自己判断力が低く，より自力での避難が困

難である乳幼児を対象とし，災害時の円滑な子供の受け

渡し，効果的な防災教育を行うために，乳幼児を取りま

く環境下における主体である親の地震災害時の災害イマ

ジネーションの把握を行った．子どもを園に預けている

際に地震が発生した場合，経過時間別で行う行動に差が

見られ，発生時間・継続時間の特徴で分類することで5

つの行動クラスターに分類することが可能であることが

分かった．親の災害イマジネーションを把握することで，

今後の効果的な防災教育を検討する上での重要な検討材

料になることが考えられる． 

 今後の課題として，本研究では，石川県内の認定こど

も園・幼稚園・保育所の対象園に子どもを預けているい

る親を対象とした災害イマジネーションの把握を行った．

災害時の円滑な子どもの引き渡しが可能になるためには，

園の教職員の災害イマジネーションも把握し，親とのギ

ャップを把握することが必要である． 

また，災害イマジネーションは把握するだけではなく，

これまで実際に起こった事例と比較し見直す機会を与え

ることで初めて防災対応力向上につながるため，乳幼児

を預けている親の防災教育方法の検討が必要である． 
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図-4 クラスター分析の結果(クラスター1) 
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図-5 クラスター分析の結果(クラスター2) 
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図-6 クラスター分析の結果(クラスター3) 
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図-7 クラスター分析の結果(クラスター4) 
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図-8 クラスター分析の結果(クラスター5) 
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表-2 各クラスターの特徴 

 

初期
(地震発生～5分後)

中期前半
(5分後～40分後)

中期後半
(40分後～3時間後)

後期
(3時間後～1日後)

クラスター1 増加 減少・横ばい 減少・横ばい 横ばい

クラスター2 ピーク 減少 横ばい 横ばい

クラスター3 増加 増加 ピーク 減少

クラスター4 横ばい 横ばい 増加 横ばい

クラスター5 減少 横ばい 横ばい 横ばい
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